
葛飾区柔道会審判講習会資料（2026.05.09）
文責 内山雅人

○国際柔道連盟（IJF）試合審判規定 2018 年～2020 年
https://x.gd/tq8GD
○2025-2028 国際柔道連盟試合審判規程の変更点について（全柔連）
https://x.gd/t4uOA
○2025-2028 国際柔道連盟試合審判規定の更新について
https://x.gd/fKCq5

○柔道審判ライセンスガイド 2023（全柔連）
https://x.gd/tz8D0
○全柔連 規定・ルール（上記を含む）
https://x.gd/5nTcd

○全柔連 TV
https://www.youtube.com/@JAPAN-JUDO
○2025-2028 国際柔道連盟試合審判規程の変更点について（全柔連ＴＶ動画）
https://www.youtube.com/watch?v=vh_2Z0cROp4

１．審判員の礼法の統一（3 審制の場合）
・団体戦 試合上の外で一礼 → 中に入って一礼、お互いに一礼 （終了はその逆）

     （選手の礼の際は審判は礼をしない）
・個人戦 試合場の外で一礼のみで出入りをする。

２．審判員のジェスチャー・発声を明確に
  ３秒～５秒は持続する

３．試合の始めと終了
・試合者の礼法
・発声
「はじめ」
「それまで」



・勝者を指示するときの発音は「引き分け」のときのみ。

４．技の判定
・「一本」の４つの基準

① スピード・②力強さ・③背中がつく・④着地の終わりまでコントロール
  （受けが故意にブリッジをした場合「一本」）

・「技あり」の基準
「一本」の４つの基準のうち、ひとつでも満たしていない場合
その他「８．新ルール」「９．更新事項」参照

・「有効」の基準
  尻餅（背中側に 90 度以上） 背中上部の着地 肘の着地

体側面の着地（若干うつ伏せ）
固め技 ５秒で有効
有効はいくつとっても技ありにはならない

５．場内場外について

  立ち技の攻防の中でどちらかの足が場内にあれば継続。

６．少年規定
  別紙

７．審判員の動作

８．2025 年 1 月１日より施行の新ルール（6 月に微調整あり）
別紙

９．2025-2028 国際柔道連盟試合審判規定の更新について
  別紙

  1.立技における「有効」の定義
2.組み手を切る行為による「指導」
3.「待て」から「はじめ」までの遅延行為 による「指導」
4.首や頸椎を痛める後三角による「反則負け」
5.消極的試合姿勢（寝技の評価） 6.止血の措置



10．禁止事項
  別紙

・「ライセンスガイド 2023」「2025-2028 国際柔道連盟試合審判規程の変更点」「2025-
2028 国際柔道連盟試合審判規定の更新について」を参照

11．禁止事項の諸注意
・立ち技で袖口に指を入れたり、寝技で裾口に指を入れたりする行為は大人は認められる。

少年は指導。（高体連ルールでは指導だが、葛飾区において青年の大会に出場する高校
生は認める。）

・逆背負投げについては大人は認める。少年、カデは指導。
（葛飾区において青年の大会に出場する高校生は認める。）

・中学生の奥襟 後ろ襟を持ち続けることは認められるが背部は認められない。
・少年規定の両袖の解釈 → 技を施された相手が「ヘッドディフェンス」以外に対処する

ことが出来ない投げ技を禁止。出足払、支釣込足等を施して、相手を背部あるいは上部側
面から着地させることまで禁止するものではない。

・ヘッドダイビングは反則負けだが、その後の一連の試合には出場できる。

・ヘッドディフェンス、ユージングザヘッドは青年は認められる。少年、カデは指導。
   （葛飾区において青年の大会に出場する高校生は認める。）
・ベアハグは手と腕で輪を作っていなければ認められる。
・帯より下の攻撃防御について、内股上部までなら触れても良い。
・柔道衣の乱れ、髪の結い直しについては、「待て」から「はじめ」までの間に選手が自主的

に直しながら試合に臨むことが原則である。服装に大きな乱れが合った場合に時間稼ぎの
ために直さなかったり、髪のゴムをわざとはずしたりしたとき等には、速やかに直すよう

に審判員は選手に指示をする。その行為は１試合に１回認められ、２回目以降は「指導」に
なる。ただし、試合の流れの中で相手の技により柔道衣がぬげてしまったりした際等は、
カウントに数えない。

・「待て」から「はじめ」までの遅延行為は 1 回目は口頭注意、2 回目は指導。
・首や頸部を痛める危険性のある後三角絞めは「反則負け」。

※この資料の URL と QR コード
http://www.katsushika-judo.org/shinpan202605.pdf
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審判規程変更の趣旨 

今回のルール変更は、柔道に関わる選手、指導者、審判員並びに柔道ファンに対して、できるだけ分かりやす

く、面白く、柔道が発展していくことを念頭に行われた。 

 やはり柔道の魅力は技の醍醐味であるため、できるだけ技で試合を決着させるようなルールでなければならな

いことを主眼に変更がなされた。 

 近年の大会では、ゴールデンスコア（GS）が頻繁に発生し、「指導」狙いの試合が増加していることから、そこ

を抑制していくために、ペナルティの緩和と簡素化が行われ、併せて幅広くなった「技あり」の評価を適正化す

るために、技の評価を細分化し「有効」を加えることで、技による試合決着を選手自身が目指すことを求めた。 

 

審判規程変更の経緯 

ルール変更の経緯は、2024年10月に、IJFの審判理事及び各大陸の審判理事によるミーティングが行われ、ル

ール変更の検討が行われた。その会議には、日本側（講道館並びに全柔連）の意見も集約され、提出された。  

 このミーティングで検討された中には、大幅な脚取りの緩和や判定の復活及びセンタージュリー介入の抑制等

も含まれていた。 

 そして、2024 年12月にイスタンブールで行われたIJFテクニカルセミナーにおいて、今回のルール変更がア

ナウンスされた。 

 

主な改正点 

・「有効」ポイントの復活 

・ペナルティの緩和（組み手、逆背負投、ベアハグ、ダイビングヘッド、危険技及び場外「指導」・押し出し「指

導」の解釈変更）、偽装攻撃の見極めをしっかり行うことなど 

 このルールの適用は、2025 年2月のGSパリからスタートし、その後の国際大会における運用状況を検証し、

2025年6月のブダペスト世界選手権大会後に見直し（微調整）が行われる。 

国内においては、2025年４月の全日本選抜体重別選手権大会から導入されるので、国際大会におけるルールの

適用状況は、是非注目してほしい。 

 

１ 技の定義 

・「一本」「技あり」に加えて3つ目のスコアとして、「有効」が追加される 

・「有効」の累積は、「技あり」に加算されない 

・「一本」の定義は変更なし 

 ①スピード ②力強さ ③背中が着く ④コントロールしている 4つが評価基準となる 

・「抑え込み」時間 

 「一本」20秒 「技あり」10秒 「有効」5秒 

 ゴールデンスコア方式の延長戦では、「抑え込み」５秒で「有効、それまで」となる 
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２ 「技あり」の定義 

・従来とおり「一本」の4つの評価基準の内、1つを満たしていない場合に「技あり」が与えられる 

・最初の着地から２回目の着地まで中断があるものは「技あり」が与えられる 

 ※2ランディング（1アクションではなく2アクションでの着地、側面の着地から背中の着地、尻餅から背中 

 の着地等） 

・体側⾯が着地し背中側に肩のラインが90度を超えて倒れた場合も「技あり」が与えられる 

 

３ 「有効」の定義 

・尻餅（上半身が背中側に90度以上傾く） 

※両肘/両手/片肘と片手が着いた場合は「指導」なし 

・背中上部の着地 

・肘の着地（背中側に90度以上傾く） 

※脇が空いていてもスコアとなる 

・体側面の着地（背中側に90度あるいは若干うつ伏せ） 

 

補足説明 

体側面から着地した際に、畳に対して肩のラインが90度は「有効」であり、それを超えて背中側に倒れていれ

ば「技あり」となる。 

そして、やや90度には満たない場合も、体側面が畳についている場合も「有効」となる。 

但し、肩のラインは90度近くあっても、お腹から落ちたり、両膝から着地する（特に、身体の柔らかい選手は、

肩は90度弱でも、下半身はうつ伏せに近い状態）場合は、「ノースコア」となる。 

IJF テクニカルセミナーにおいて、審判理事から「有効」だけに限らず投技の評価は、着地面だけでは無く、

スピード、力強さ、技のキレをトータルで判断すべきことが、求められた。 
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４ 「ノースコア」の定義 

肩のラインが90度弱でも 

・両膝が着いている状態 

・腹ばいの状態 

・腰の前側がついている状態 

・尻餅で上半身が胸腹側に倒れている状態 

も「ノースコア」となる 
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５ ベアハグ 

・袖及び襟を掴んでいない状態から、直ちにベアハグを施すことは認められるが、手と腕で輪を作ってベアハグ 

 を施した場合は「指導」が与えられる 

 ※従来は、ベアハグによる「指導」が与えられる判断基準は「組手の有無（袖または襟を掴んでいるかどうか）」 

  であったが、今後の「指導」を与える判断基準は、「ベアハグの組み方（手と腕で輪を作っているかどうか）」 

  となる 

・内股上部（両脚足の付け根の水平ライン）から下部への双手刈等は認められず、施した場合は「指導」が与 

 えられる 
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６ 逆背負投（通称） 

・シニア、ジュニア大会では、認められる 

・カデ大会では認められず、「待て、指導」とする 

 

７ ユージングザヘッド（通称） ※頭部を使っての投技 

・シニア、ジュニア大会では、認められる 

・カデ大会では認められず、「待て、指導」とする 

 

８ ダイビング（通称） ※真正面・真後に飛び込む 

・ユージングザヘッド（通称）は認められるが、従来通り内股、袖釣込腰等で真正面に飛び込む、あるいは 

 肩車等で相手を担ぎ上げて真後ろに飛び込む行為は、ダイビング（通称）として「反則負け」が与えられる 

・ダイビング（通称）は、頭部と両肩が着地した場合とし、頭部と片方の肩が着いた場合はダイビング（通称） 

 としない 

 

９ ヘッドディフェンス（通称） ※頭部を使っての防御 

・シニア、ジュニア大会では、認められる 

・カデ大会では認められず、「待て、指導」とする 

・ブリッジについては、従来通り「一本」と評価する 
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10 帯から下への攻撃・防御 

・帯から下への攻撃・防御については、内股上部（両脚の付け根の水平のライン）までのレベルであれば掴む 

 （握る）ことが認められる 

・内股上部より下に腕（肘）や手で脚を引っ掛けたり、脚を抱えたり、下履きを掴んだり、触れる行為は禁止 

 され、「指導」が与えられる 

・上衣や内股上部までの組手がネガティブ（ディフェンスやブロッキング）なものであった場合は「指導」が 

 与えられる 

 

 

11 立ち姿勢における関節技 

・従来通り、肘関節を固定し、相手の逃げ場を無くして、一気に体を捨てる危険行為には「反則負け」が与え 

 られる 

・但し、相手に逃げる余地がある場合は、「指導」が与えられる 
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12 組み方 

・立ち姿勢において、相手の上衣の袖の中に指を入れて組手を取ることを認めるが、下履きの裾に指を入れて 

 組手を取ると「指導」が与えられる 

・寝姿勢において、相手の袖・下履きの裾の中に指を入れることは認められる 

 

 

 

13 偽装攻撃 

下記の場合は、偽装攻撃として「指導」が与えられる。 

・取が投げる意思がない場合 

・取が組手を持たずに攻撃する、またはすぐに組手を放す場合 

・取が単発の偽装攻撃や、相手のバランスを崩さない状態で繰り返し攻撃を行う場合 

・取が脚を受けの両脚の間に入れて、攻撃の可能性を妨ぐ場合 

・取が現実的に投げる可能性がない場合 

 ※いわゆるバッドアタックを繰り返したことに対して、相手側に消極的として「指導」を与えないように留意

する 
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14 場外「指導」と押し出し「指導」 

・立ち姿勢、寝姿勢において、故意によらず試合場から出た場合は「待て」、故意の場合は「指導」が与えられる 

・どちらかが、片脚だけでも場内にいて、投技が施されれば、両者が完全に場外に出ても技の継続が認められ、 

 技が決まればスコアが認められる 

・場外にいる側が、返し技を施しても技の効果は認められる 

 

15 標準的でない組手 

・標準的な組手（釣手、引手を持つ）の場合、攻撃をするまでに30秒が与えられる 

・標準的ではない組手（クロスグリップ等）はポジティブな状態であれば継続とする 

・標準的ではない組手でも、従来より長めにみること 

 

16 「抑え込み」の定義 

・「抑え込み」が宣告される為には、講道館の技名称にある抑込技で、相手に覆い被さり圧力を掛け、制している 

 ことが必要である 

・相手の側方から、相手の胴体を脚で挟む等して、コントロールして、たとえ相手が動けなくても、それは 

 「抑え込み」ではない 

・今までは、抑込技の名称が付かないような浅い形で相手をコントロールしている状態で、早い「抑え込み」の 

 宣告をする場面があったが、今後はしっかりと抑え込みの形（抑込技の名称が付く形）になってから「抑え込 

 み」の宣告をする 

・寝技における積極的な攻撃は考慮される 
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2025-2028
国際柔道連盟試合審判規程の更新について

全⽇本柔道連盟審判委員会

1

【資料映像について】

• 通常の審判講習会等では、IJFレフリーセミナー等で使⽤された

「検証済み映像（理由付けあり）」を⽤いていますが、今回の映
像は IJFレフリーコミッションによる公式検証を経た教材ではあ
りません。

• 今回は ⾮検証映像 を使⽤しており、直近⼤会における新ルール
適⽤の“傾向”としてご理解ください。

• 映像等の ダウンロードおよびSNS等への発信は、固く禁じます。

2

2026.1.6 国際柔道連盟（IJF) 発表
国際柔道連盟試合審判規程の更新に関する通知（要約）

IJFは、昨年1⽉1⽇に施⾏したルールを⼀年間のIJFツアーで
検証し、その結果を踏まえて判断基準等を明確化した説明ビデ
オを公開した。

また、今回のアップデートには⼤きなルール変更はなく、共
通理解のための細かな調整点を⽰したものであると説明してい
る。

2026年は、オリンピックに向けたポイント加算が始まる重要
な年であり、ウランバートルGS（6⽉19〜21⽇）以降、IJFルー
ルは2028年ロサンゼルス⼤会まで固定される。

3

2026.1.6映像資料
国際柔道連盟試合審判規定の更新項⽬

1. ⽴技における「有効」の定義

2. 組み⼿を切る⾏為による「指導」

3. 「待て」から「はじめ」までの遅延⾏為 による「指導」

4. ⾸や頸椎を痛める後三⾓による「反則負け」 

5. 消極的試合姿勢（寝技の評価） 

6. ⽌⾎の措置

4
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2026.1.21 IJF SORの更新（主な項⽬）
（Sport and Organisation Rules）

1. 標準的な組⼿での積極的な攻防について

2. ベアハグについて

3. 抑え込み（安全地帯を超えて場合の扱いについて）

4. 寝姿勢から⽴ち姿勢への移⾏について

5

１ ⽴技における「有効」の定義について
1. 体側（90度）もしくは（90度よりも）前⾯が着地 

2. 上背部および⾸の着地

3. 肩軸を基準とした着地で、肘もしくは⼿が畳に接触

4. ⽚⽅の臀部での着地
なお、この「有効」基準は、令和8年 天皇杯・皇后盃 全⽇本

柔道選⼿権⼤会においては適⽤せず、昨年1⽉1⽇施⾏のIJF
ルールの「有効」基準を適⽤する。

6

⒈有効〜体側（90度よりも）前⾯が着地
「⼿を付かないで着地することが出来る⾓度」
※腹部または⾻盤の前⾯両側が畳に着地していない場合。

7

体側前⾯の着地「有効」のケース・2026GSタシケント

8
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⒉有効〜上背部および⾸の着地

9

※着地の⽬安として、バックナンバーが畳に着地すること。
10

上背部の着地「有効」のケース・2026GPアッパー

11

上背部・⾸の着地「有効」のケース・2026GSパリ

12
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⒊有効〜肩軸を基準とした着地で、肘もしくは⼿
が畳に接触している。

13

※ 体側部で着地した場合は、⼿や肘で⽀えて畳に密着していなく
ても、「有効」となる。
14

肩軸から⼿・肘の着地「有効」のケース・2026GSパリ

15

⒋有効〜⽚⽅の臀部での着地

16





少年大会試合審判規程 
 
 
 国内における少年（中学生以下）の試合は、国際柔道連盟試合審判規程に則って行う。ただし、安全面

を考慮し、本規程を加えて行うものとする。 

 

［禁止事項と罰則］ 

1. 指導（軽微な違反） 

 

① 立ち姿勢で相手の後ろ襟、背部を握ること。 

ただし、技を施すため、瞬間的（1，2秒程度）に後ろ襟、背部を握ることを認める。 

（注）中学生については、後ろ襟を握ることを認めるかどうかは主催者が判断し、決定する。 

② 両膝を最初から同時に畳に着いて背負投等を施すこと。 

（注）小学生以下は、技を施すため、片膝を着くことも反則とする。 

③ 関節技及び絞技を用いること。 

④ 無理な巻き込み技を施すこと。 

⑤ 相手の頸を抱えて大外刈、払腰、腰車などを施すこと。 

⑥ 小学生以下が、裏投を施すこと。 

⑦ 通称「逆背負投」に類する技を施すこと。 

⑧ 両袖を持って投げ技を施すこと。 

⑨ 相手の上衣の袖の中、又は下穿きの裾の中に指を入れて握ること。 

⑩ 立ち姿勢で標準的ではない組み方（片襟持ち［通称：クロスグリップ］、帯、または帯から下の部

位〔内股上部：両脚の付け根の水平ラインまで〕を握ること）で、直ちに技を施さないこと。標準

的ではない組み方を繰り返した場合は、攻撃をしても反則とする。 

 

2. 反則負け（重大な違反） 

 

① 攻撃・防御において、故意に相手の関節を極めること、または頸部を絞めること。 

改廃 

本規程の改廃は、審判委員会において協議し、理事会の承認を得て行う。 

 

付則  この申し合わせは、平成22年5月1日から実施する。 

この申し合わせは、平成23年6月14日から部分変更して施行する。 

この申し合わせは、平成27年3月31日から改正し、平成27年6月1日から施行する。 

この申し合わせは、平成27年11月30日から申し合わせを特別規定として改正し、施行する。 

この特別規定は、平成30年3月1日から改正し、平成30年4月1日から施行する。 

この特別規定は、令和3年3月15日から特別規程と改正し、施行する。 

この特別規程は、2022年1月24日から改正し、2022年4月1日から施行する。 

この特別規程は、2023年12月8日から改正し、2024年4月1日から施行する。 

この特別規程は、2025年3月13日から改正し、2025年4月1日から施行する。 

この規程は、2026年3月16日から名称を「少年大会試合審判規程」に改正し、2026年4月1日から施 

行する。 

 

  


